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序　　論
インターネットは､今やあらゆる領域においてさまざまな変革を要求してい
る｡それは宗教においても例外ではなく､インターネットを宣伝や布教の手段
として利用しようという教剛ま決して少なくない｡人類の誕生とともに長い歴
史を歩んできたこの侵されざる宗教においても､インターネットの波は確実に
おしよせているといえよう｡インターネットと宗教という問題は､宗教の未来
を考えるとき､今や軽視できない問題になっている｡ ｢宗教と社会｣学会は1995
年に｢情事即寺代は宗教を変えるか｣というシンポジウムを主催した｡また､ ｢情
報時代と宗教｣プロジェクトが設i7.され､インターネットプロジェクトも立ち
あげられたo　ここ5､ 6年の問にこのような問題に対する研究Lも進んできて
いるが､インターネットと宗教の関係は日々刻々と変化しており､与れからも
よりリアルタイムな研究が必要となるだろう｡
H本における宗教のインターネット利用は､今の段階では､これまでのシス
テムをインターネットトに移し替えた程度に過ぎない｡しかし､インターネッ
トと宗教の関係をみたとき､より重要なのは､このような道具としてのインター
ネットではなく､世界としてのインターネットである｡インターネットトのコ
ミュニケーションからコミュニティが形成され､そこに新たな宗教的行為が発
生し､展開する､そういう場としての､世界としてのインターネットである｡
i　インターネットと宗教というけり越を扱っているものとして次のような文献が挙げられる(∫
井卜順孝『茄者と糊代宗教』 (ちくま新吉､ 1999年)
LU相異紀『インターネソトの1,'敢剰背-そのrTT能性と危険性｣ (『宗教と社会』 3､ 1997牛, 119
-136fl)
十恥Rl樹『インターネットと',宗教-カルト･ Il;r凋!i二義.サイハ-宗教の規/拙鞘皮書店､1998年)
/卜駒F:彰『インターネットのrllの神々-211IL紀の京教空間』 (､1;).L朴､ 1999年)
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これまでの研究でもこのようなインターネットの側面について指摘されてきて
はいるが､この分野はいまだ未知数であるといえよう｡
このようなインターネットと宗教の問題のなかでも､掛こ宗教的行為を成り
立たせるサイバーコミュニティについて探っていく時に､本論では新霊性運動
を研究対象として選んだ｡新霊性運動とは､欣米でみられるニューエイジ･ムー
ブメントと日本の精神世界､そして世界各地の類似現象をひとつのグローバル
な運動とみて､島薗進氏が提唱する通文化的呼称である｡この運動は固定的な
教義やピラミッド型の組織に縛られることを嫌うという特徴を持っている｡し
たがって活動の形態も自由であり､その分サイバースペースを活動の場とする
ことも比較的容易であると言える｡このような押出から本論では新霊性運動を
研究対象とした｡本論では宗教とインターネットの関係について､直接何らか
の結論を与えるものではないが､新霊性運動とインターネットの関わりを明ら
かにすることは､宗教とインターネットの問題を探る上で少なからず意味を持
つと言えるだろう｡なぜなら､新霊性運動は人間の心の問題に取り組むもので
あり､広い意味での宗教といえるものだからである｡
本論は新霊性運動とインターネットの間に開かれる可能件について探ってい
くものである｡特に､先程述べたようなサイバーコミュニティで成り､たつ宗教
的行為に注目して述べていく｡この間題を明らかにするために､インターネッ
トが新霊性運動にどのような影響を与えたのか､そして新霊性運動の形態はど
のように変わったのかを調べていくことになるだろう｡これらの作業から新霊
性運動とインターネットの間に開かれる叶能件を探っていくつもりである｡
本論ではインターネットを七.な情報収集の手段としているo　インターネット
を使って､新霊性運動に関するさまざまなホームページ(ウェブサイト)の情
報を集め､その資料をもとに分析を行なった｡また､本論は新霊性運動とイン
ターネットとの間に開かれるuJ一能性を探るものであり､インターネットがもた
らす悪影響､新霊性運動そのものが抱えている問題点については敢えて触れて
いない｡特にインターネットが引き起こすさまざまなrlll題､犯罪等については
すでに多くの指摘がなされてきているので､ここでは思いきって軽視すること
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にした｡インターネットは新霊性運動にどのような影響をもたらしたのか､新
霊性運動とインターネットとの間に開かれる可能性とは何だったのか､そして､
ウェブサイト上における新霊性運動の今後の展開を本論において予想していく｡
第1章　新霊性運動
第1節　新霊性運動とは
島薗氏はアメリカの｢ニューエイジとその周辺｣や日本の｢精神世界｣､そ
して世界各地の類似の現象11を､ひとつのグローバルな運動と見て､それらを
新霊性連動111 (new spirituality movements)と呼ぶことを提案している｡以下､
本論では島薗氏の新霊性運動という概念枠組を使って進めていく｡はじめに新
霊性運動という島薗氏の概念枠組みをこの論文で川いることになった理由を明
らかにする｡
本論を善くにあたり､初めはニューエイジや精神性界といった現象を対象に
論を進めていくつもりであった｡しかし､これらの現象は共通する部分を多く
持っているということは確かなのだが､その輪郭は共に唆味であり､この2つ
の現象を厳密に区別することは不nJ~能のように思われた｡ -1･般に精神世界とい
う語に対しては次のような説明が与えられている｡ ｢欧米でニューエイジと呼
ばれている現象に相当するものが日本における精神世界である｡｣しかし､実
際には日本でも精神l牡界と同様にニューエイジという言葉も頻繁に使われてお
り､この2つの現象は単なる発生地域､活動地域の差という説明では不充分の
ように思われるo　現代ではアメリカの情報であっても大したタイムラグもなく､
すぐに手に入れることができる｡今や情報は国境を越えてどんどん流れ込んで
きている｡ニューエイジも精神世界も､同じ現象であれば地域による区別は必
11世界各地の類似の現象とあるが､ヨーロッパ人降､オーストラ1)ア､ニュージーランド､韓国､ブ
ラジル､タイなど世界各地で他地域の運動の影響を受けつつ､独自の運動がさまさまに展開している
という｡
111これらの中には､一般社会との間にほとんど緊張関係をもたず､既存の文化の･irSとして受け入れ
られており､ ｢運動｣と呼ぶにはいくらか抵抗があるものもある｡こういったものは｢新霊性運動｣
に対して､ ｢新悪性文化｣ (newsplrltualltyCu】ture)と呼ぶ万が適切としている｡
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要ないだろう｡よって､今凶扱うテーマではニューエイジと精神tu_一界の厳密な
違いは問題にならないので､これらの現象をひとまとめにくくりあげることに
した｡この時､島薗氏の新霊性運動という用語はニューエイジと精神世界だけ
でなく､他の先進国を中心とするtlt界各地の同様の現象をも包括した､ボーダ
レスな呼称であり､本論で扱うのに最適のように思われた｡
また､本論文を作成するにあたり､参考にしているウェブサイト､ウェブペー
ジは日本語サイトを中心としているが､インタJ--ネットは日本国内だけでなく､
世界規模のネットワークであり､また世界をつなぐソールでもある｡それがIH-)
様の現象を指しているとしても､精神tLl二界ではなく､日本で展開する新霊性運
動として､よりグローバルな視点からとらえる必要があったのだ｡以上のよう
な理由から本論では島薗氏の提唱する｢新霊件運動｣という呼称を用いること
とした｡
新霊性運動はアメリカの｢ニューエイジとその周辺｣や日本の｢精神世界｣､
そして世界各地の類似の現象を､ひとつのグローバルな運動と見て､烏薗氏が
提唱する通文化的な呼称である｡ここでは新霊性運動の全体像をつかむために､
『現代救済宗教論』から新霊件運動の特徴を以下に抜き出してみよう｡
1)意識変容を究極的なものへ至るきわめて重要な指標と見る｡日常の蒐
醒した意識とは異なる意識状態を実現することによって､人間の霊魂の
状態がより高度なものになると考える｡そこで､意識変容を実現するた
めの学習や瞳憩など､身体を通して心に働きかける修行が重んじられる｡
意識変容の現われとして､超能力や神秘的現象-の感受性が高まると考
える者も多い｡
2)自然や人間を超越した神ではなく､ R然や人間の中に内在する神的な
ものや宝的なものを尊ぶ｡宇宙全体に霊的なものが存在しており､人間
は身近な存在を通して霊的なものに触れることができると考える｡その
ような霊的存在との交わりを深め､ついには一体化することが､意識変
容の実質的内容であり､目標でもあると信じる｡
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3)現代は人類の霊的進化の大きな転換点であり､個々人の霊的覚醒はこ
の霊的進化の過程の一一部である｡現代の人類の霊的進化とは､　一神教に
代衣される超越者依存型の宗教文明や近代科学が主導してきた合押主義
的物質文明を超える､新しい霊的文化への移行である｡この運動に参与
する個々人は意識変容を通して､この進化に自ら参加していると信じて
いる｡
4)外部の超自然的力やカリスマ的存在に依存する｢宗教｣に代わって､
自律的な個人の覚醒による｢霊性｣ (spirituality)の開発こそ必要とされ
ている｡同定的な教義を権威的に押しつけ､教団組織で人を拘束する既
成宗教は､人間本来の霊性を抑圧してきた｡白山な個人による霊惟開発
こそ､今求められているものであるとする｡
5)科学と宗教(霊性)は相対立するものではなく､むしろ合致すべきも
のである｡近代科学の発展とともに､かつての宗教の世界観は妥当件を
失った｡しかし､現代の科学は近代の　二元論的科学を超えつつある｡最
新の科学が提示する新しい宇宙観や/I:.命観は､むしろ新しい霊件の探求
と合致する見方を示している､と考える｡
[畠蘭､ 1992 : 235-238]
新霊性運動は新宗教との境界も明瞭ではない｡新宗教のなかには､新霊性運
動と共通の信念や実践をもつものもかなりある｡しかし新霊性運動の思想には､
既成宗教の固定的な教義や権威の押し付け､組織の拘束といったものを嫌う傾
向があるので､新霊性運動に含めることができるのは､ ｢新宗教のなかでも教
義や組織にあまり固定的な体系性をもっていないものに限られる｣としてい
る｡ 】V
参考までに鳥薗氏が『精神世界のゆくえ』のなかで示していた､精神世界･
ニューエイジ･新霊性運動･新宗教の関係を図1に表す｡
1V　新富竹運動のなかに含めてもさしつかえない新宗教の例として､ラジニーシ運動や日光貞宏会やい
じゅんをあげているし-
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(図1 )精神世界･ニューエイジ･新霊性運動･新宗教の関係
第2節　日本の新霊性運動
第2節からは日本の新霊性運動に限定し､さらに詳しくみていこう｡島薗氏
は精神t仕界に関わっていく人びとをそのきっかけから実存的関心､実用的関心､
娯楽的関心の3つに分類している｡実存的関心から精神世界に近づくタイプは､
新霊性運動関係の書物を読んで個人の精神世界を深めていくことが多い｡テイ
モシー･7)ア1)-の『チベットの死者の害』やラム･ダスの『ビ一･ヒア･ナ
ウ』などは精神世界の垣根を越えて広く知られている｡また､ゲオルギ一･ Ⅰ ･
グルジェフやルドルフ･シュタイナー､ジドゥ･クリシュナムルティなどの精
神l杜界の巨人と呼ばれる､代表的人物の著作や専門書を自己変容の導きの吉と
している者も多い｡
次に､実用的関心から精神世界に関わりをもつタイプは､ ｢癒し｣を求めて
近づくことが多いという｡この｢癒し｣には､身体面の癒しと心理面の癒しの
2つが考えられる｡身体面では健康回復や維持を目的として､気功､ヨガなど
を行うことがあげられる｡心理面の癒しはカウンセリングを中心とする心理療
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法(精神療法)によって､神経症や心身症などの治療を目的としたものである｡
また､企業での社員教育､社員研修に自己啓発セミナーなどを取りいれている
ところもあり､こういったところから精神世界-親しんでいくことも少なくな
いだろう｡実際､書店でもビジネス書のコーナーの隣に自己啓発のコーナーが
設けられていることも多い｡実用的関心をもつ人びとは､実践害を読んで臼己
流で試してみたり､ワークショップやセミナーに出向いてみたり､あるいは気
功師やカウンセラーのもとを訪ねたりして､この運動に関わっている｡
最後に娯楽的関心についてであるが､精神t杜界は大衆文化のなかにも何気な
く浸透しており､超古代文明伝説やオカルト､超常現象､超能力､習n夢､占
星術､地球外知的生命､最近ではアロマテラピーなどが有名である｡超古代文
明伝説では､近年､グラハム･ハンコツクの『神々の指紋』 (大地舜訳､朔泳
社､ 1996年､ Graham Hancock､ fingerprints of the Gods､ Crown Publishing､ 1995
午)が世界的なベストセラーとなった｡オカルトでは鈴木光司の『リング』 (角
川ホラー文席､ 1993年)をはじめとする･連のシリーズは､映画化､ TVドラ
マ化され､これからもこのようなオカルト作品の人気は続くだろう｡さらに､
昨今の占いブームは目をみはるものがあり､占いは特に女性の話題も.I-は欠かせ
ないものになっている｡こういったものはさまざまなメディアを通して広く一
般に共有されるものであるが､その依存度によっては人衆文化であっても新霊
性運動の一郭に含まれるものもある｡
次に､新霊性運動の知識や技術などの情報を提供し､運動を推し進める集団
や実践群を見てみよう｡こちらも､主に次の3つに分けられる｡第1に､営利
的な企業や個人(出版社やイベント会社､健康関連企業)､第2に同好の士に
よる非営利的なネットワーク的集臥　そして最後に公的な機関である｡例えば､
株式会社ヴォイスでは､心理カウンセリング､タイ式マッサージ養成講座､リ
フレクソロジー(足の裏マッサージ)､ヒプノ･セラピスト養成講座などをは
じめ､さまざまな講座を提供している｡また､有限会社フイラ･プロジェクツ
では､フイリという情報誌の発行の他に､いろいろなセラピーやヒーリングを
自由に体験できるイベントを開催している｡営利､非営利を問わず､さまざま
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な集団が存在し､新霊性運動を推し進める原動力となっている｡臨床心理学や
精神医学の領域では｢癒し｣をもたらす心理療法などを受け入れているし､企
業のなかには社員教育や社員研修に自己啓発のセミナーを取りいれているとこ
ろもある｡島薗氏は｢学校や病院･クリニック､あるいは企業といった現代社
会の正統的な制度の一部は､精神世界を許容し､積極的に取りこんでいく可能
性をもつ｣とし､公的な機関が精神世界のなかで大きな役割を果たすとしてい
る｡
新霊性運動の活動の軸となるものは書物である｡実存的関心から新霊性運動
に興味をもつ人は､先程紹介したような代表的人物の著作や専門書などに読み
ふける｡呼吸法や際想､ヨガなど､実用的関心から新霊性運動に関わりをもつ
人びとにとっても､実践書が欠かせないものとなっている｡また､娯楽的関心
を支えているのも､雑誌や書物であり､この分野から数々のベストセラーを生
み出したという事実は､大衆がもつ､新霊性文化への関心の高さを物語ってい
る｡このように､今まで新霊性運動を支えてきたのは書物の力が大きかった｡
しかし､昨今のインターネットブームによる各家庭へのインターネットの普及
は､新霊性運動においても大きな影響を及ぼしていると考えられる｡これまで
新霊性運動は書物の卜に成り立つとくり返し述べてきたが､これはつまり情報
の上に成り立つということに他ならない｡したがって､新しい情報メディアで
あるインターネットは､新霊性運動において書物に代わる重要な役割を果たす
ようになると思われる｡これまでのような書物の上に成り立つ新霊性運動と､
インターネットの上に成り立つ新霊僅運動では､その形態は異なる様相を見せ
るだろう｡
第3節　新霊性連動とインターネット
インターネットは｢道具としてのインターネット｣と｢世界としてのインター
ネット｣という2つの側面を持っている｡私たちが普段何か情報を送ったり､
受け取ったりする時､それを直接行なうか､あるいは何か道具を用いて間接的
に行なうかのどちらかの方法をとっている｡この間接的な情報の送受には､手
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紙､電話､ #物､新聞､ラジオ､テレビなどがあげられる｡道具としてのイン
ターネットもまた､これらと同様に間接的に情報を送受するひとつの手段であ
る｡しかし､青物や新聞､ラジオ､テレビといったものは､トに情報を受け取
るだけの手段であり､個人単位で情報を発信することは難しい｡一一万､手紙や
電話だと､そこで送受される情報の量も質も､また､送受する対象も限られた
ものになってしまう｡これに対して､インターネットは情報を送る､受け取る
という､両方の面で優れた道具であるといえる｡このインターネットというツー
ルを使って情報を発イ話し､この情報に対して､なんらかの反応が返ってきた時､
そこにインターネットを利用したコミュニケーションが成1-I-_することになる｡
インターネットは､このコミュニケーションの場､つまりコミュニティを形成
するという点に人きな特徴がある｡もちろんインターネット以外のメディアで
もコミュニティは形成されうるが､インターネットは情報の送受の両血に優れ
ているため､比較的簡単にコミュニティを形成することができる｡インターネッ
トトで形成されるコミュニティは､いわゆる仮想現実と呼ばれるものであり､
これが世界としてのインターネットといえるものである｡インターネットは情
報送受の優れた道具であるだけでなく､人問が生きる新たな世界でもある｡新
霊性運動を担う人たちは主に精神世界関連の書物を読んで自らの精神世界を深
めるか､あるいはワークショップやセミナーなどに参加して実践的に新霊性運
動と関わっていた｡しかし､インターネットの出現によって新霊性運動は新た
な局面を迎えることになった｡
コミュニケーションをネットワークトで実現する仕組みとして､ Eメール､
掲示板､そしてチャット(オンライントーク)の3つがあげられる｡またメー
リングリストやメールマガジンもEメールを応用したサービスである｡これら
によって個人が接触できるLu一界は空間的にも社会的にも人幅に拡大した｡ E
メールがもつ多様な用途は､インターネット卜でのコミュニケーションの叶能
性を拡大させると思われる｡また､これはインターネットトのコミュニティの
形成において核となるものである｡これらのサービスを利用すれば､個人個人
で孤独に書物を読んで精神世界を深めていた人たちが､ウェブサイト上で意見
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や感想を交換し合うことができるし､勉強会のようなものを開くことも叶能で
ある｡実際､ 『神との対話』 ～ (吉田利子訳､サンマーク出版､ 1997年､ Neale
Donald Walsch､ Conversations with God､ Hampton Roads Publishing､ 1996) 『Ffr･1.
なる予言』 vl (LLJJH鉱夫･山川亜希了･訳､角川書店､ 1994年､ James Redfield､
The Celestine Prophecy､ Sartori Publishing､ 1993)など､ベストセラーになった
書籍を中心としてウェブサイトやメーリングリストなども設けられている｡ま
た､チャットのサービスを利用して､オンライ-ンメディテーションを行なって
いる組織や､ Eメールを介してカウンセリングを行なうEメールセラピーとい
うものを行なっているところもある｡
インターネット上の雑誌であるメールマガジンも情報誌と同様､大きな役割
を果たすものである｡マガジンといっても､ Eメールを応用したものなので､
送られてくるのは文字情報のみである｡ヴィジュアル血では写真や挿絵が多用
される雑誌とは到底比べものにならない｡しかし､メールマガジンのほとんど
が無料で配信されており､黙っていても週に1回から月に1回の頻度でEメー
ルが届く｡この手軽さがメールマガジンの長所だろう｡掲示板は個人のウェブ
サイトでも設けている所が多くみられるが､書き込みが頻繁になされていると
ころもあれば､ 1年以上何も書き込まれていないところもある｡掲示板は人と
人との出会いの場であり､情報交換の場であり､議論の場でもある｡ここにイ
ンターネット上で交わされるコミュニケーションをはっきりと見ることができ
る｡
第2章以卜においては｢ライトワーカー｣という運動を取り上げ､ウェブサ
イト卜における新霊性運動について具体的に考察していく｡
Ⅴ 『神との対話』は全米120万邦突破のベストセラーである｡その他の著書として『神との対話2』(1998
年) 『神との対話3』 (1999年)がある(共にサンマークLEi版)o
vl 『聖なる予言』はEl本語版で58万5千臥文庫版で20万綱J行された,Jその他の常吉として､ジェー
ムズ･レッドフィールド､キャロル･アドリエンヌ､ r聖なる予Ti　実践ガイド』lfJ川#店､ 1995年
(James Redfleld and Carol Adrlenne､ The Celest.ne Prophecy : An Experlentlal Gulde､ Warmer Books､ 1995) ､
『第F･の知恵』 lrr川鉱夫･山川亜希(一訳､角川書店､ 1996年(James Redfleld､ The Tenth Prophecy､
warnerBooks､ 1996)がある｡
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第2章　ライトワーカーの活動
第1節　日本のライトワーカーの活動　～LIGHTWORKERS～
｢私たちの本質は意識･心･精神の見えない部分です｡自分のなかに
こそ本当の力･光がある事を.思い出してください/私たちは､あなたが
もっと自分らしく生きれるようにサポートしています｡時代は変化して
います｡変化を読み取り､真実を思い出しましょう./｣
これは三浦夫妻が運営する｢LIGHTWORKERS｣というウェブサイトのトッ
プページに記されていたメッセージである｡ライトワーカーとは何であるかに
ついては迫って述べていくことにするが､このトップページのメッセージと｢ラ
イトワーカー｣という言葉だけでもこの活動の概要をイメージすることができ
るだろう｡私自身もこのウェブサイトで､ ｢ライトワーカー｣という言葉を初
めてRにした時､ ｢ライトワーカーとは心の暗闇に光をともす人のこと｣だと
すぐにイメージすることができた｡本章では日本とアメリカで活動しているラ
イトワーカーのウェブサイトを紹介していく｡
｢LIGHTWORKERS｣という　ウェブサイトの運営者でもーあ　り､
LIGHTWORKERSの主催者でもあるのが､三浦雄二､雅美夫妻である｡彼ら
は1995年にLIGHTWORKERSを結成した｡彼らは前世療法､催眠療法､イン
ナーチャイルドワーク､イメージワーク､エネルギーワークなどのカウンセリ
ングを行っている｡この通常のカウンセリングの他に､電話カウンセリング､
レターカウンセリング､ E-MAILクイックカウンセリング､ヒーリングワーク
(通信教育)､集中ライトワーク(集中個人ワーク)､アウトドアプライベート
セッションもある｡また､カケ/ンセリングやセラピーの他に､カウンセラーや
セラピストを養成するコース(インナーチャイルドセラピスト養成コース､ス
ピリチュアルカウンセラーのためのワーク､前世療法セラピスト養成コース)
もある｡ LIGHTWORKERSのウェブサイト｢LIGHTWORKERS｣の内容は､主
にワークショップや個人セッション､電子ブック､誘導瞬想テープ､機関紙
｢LightAge｣の紹介､掲示板(LightworkersBBS)で構成されている｡
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このサイトを特徴づけるものは､ライトワーカーたちをつなぐHに見えない
ネットワークである｡このサイトのタイトルにもなっているライトワーカーと
は何か｡まずそのことを明らかにする必要があるだろう｡このサイト卜でライ
トワーカーについて述べられていた部分を以卜に引用する｡
｢あなたが､ライトワーカーとして行動するということは､あなたが
誰かに付かをしてあげるということだけではないのです｡あなた白身が
光のように輝いていることが､碇も菓要なのです｡あなたが､自分の内
側に光を見出し､愛を拡大して生きることが感じられたとき､それがあ
なたの周囲の人達に伝わります｡あなたの行動､あなたの言葉､あなた
の態度が､光のように､波動としてあなたの周剛こ伝わるのです｡あな
たの内側のストレスが減少し､愛が大きくなることを感じ始めたならば､
あなたもライトワーカーなのです｡自分の変化が周囲に影響しているの
を感じられたら､もう既にあなたはライトワーカーなのです｡｣
[ -:_浦､ LIGHTWORKERS]
つまりライトワーカーとは､ ｢自己の内側に光･ノJを認識し､他者の内側の
光を人きくすることに意識的になっている人のこと｣である｡ ｢自己の内側に
光をみとめる｣ということは､逃げることなく､自己と向きあい､本当の自分
を知り､そしてその自分を受け入れるということを指しているのだろう｡
LIGHTWORKERSで行なうカウンセリングやセラピーは主にこの｢自分を見
つめる｣ための助けとなるものである｡また､自分を知るために､氏名､出生
年月日､出生時刻､出生場所から､性格や特性を判断するCheck your Personal
Identification (CPI)というものも行なっている｡また､ ｢他者の内側の光を大
きくする｣ということは､はつらつと1:.きる自分の存在自体が､何らかの形で
他音に対してもプラスの影響を及ぼすということだろう｡つまり､これは､自
分を見つめることによって､自分らしく生きられるようになり､ストレスが減
少し､ポジティブな意識が拡人する｡そしてこのような自己の意識の変化によ
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り､周囲の人間関係が円滑になっていくということだ｡このような自己変芥の
体験はまさに新霊性運動の核となるものであり､その意味では新霊性運動の担
い手たちはライトワーカーの自覚に近いものを共通意識としてもっているとも
いえる｡ここではライトワーカーとは資格のようなものでもないし､また､ラ
イトワーカーであるというはっきりとした証しが存在するわけでもない｡ただ
自分がライトワーカーであると感じたり､意識したりするだけのものである｡
したがって､ライトワーカーたちを結びつけるものは､ただライトワーカーで
あるという自覚のみである. LIGHTWORKERSはff.いにリンクをはって､ラ
イトワーカーのネットワーク(光のネットワーク)を作ることを提案している｡
しかし光のネットワークとはいっても､これは明確な形で存在するものではな
いようだ｡
第2節　LIGHTWORKERSのコミュニティ　～LovePlanetCommunity～
LIGHTWORKERSでは､誰かのため､社会のため､地球や宇宙のために何
かをしたいと感じる人びとや､意欲的に人々の光を見出したいと望む人びと応
援している｡具体的には､ uGHTWORKERSと協力して個性や能力､適件な
どを活かしてワークショップを組んだり､ LIGHTWORKERSのワークショッ
プでアシスタント的な仕事をしながら､独り立ちできるような支援を行なって
いる｡このようなワークショップ等での支援以外に､特にインターネット上で
光のネットワークを広げることに力を入れている｡インターネット上での支援
として､積極的にホームページを作ることを勧めている｡サイト上には｢イン
ターネットで広がる光のネットワーク｣というページがあり､そこから特に･Tf.
要と,Lil,われる部分を以卜に要約して引用する｡
｢インターネットを利用して､愛と光と自由の輪を広げていきましょ
う｡ホームページを作成し､それを参加者同上でリンクさせ､創造的な
コミュニティ(LovePlanetCommunity (図2)を創っていきましょう｡
あなたの個性や能力を表現した仕事･ワーク･創作など何でもOKですo
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多くの人がより白山に､生き/上さとfr:.きられるようになるために､この
ネットワークを広げましょう｡このコミュニティでは､現代社会にある
店舗システムや流通システムをカットし､個人個人がおFT-.し､の事業に対
して､直接の消費者となります｡世界に向けて自分を自由に表現でき､
スピリチュアルな視点を持つ人たちとの交流ができ､あなたと同じよう
に自由と個性を尊重する人たちにも情報を発信できます｡社会的な制約
のなかで苦しんで牡きる生き方から､本当の自分を表現していくための
最初のプロセスです｡私たちは､スピリチュアルな学びをしながら､い
かに現実を生きるかを真剣にとらえようとしています｡現実的には､ス
ピリチュアルな生き方にもお金は必要なのです｡自分のやりたいことを
白由に表現できる場所､新しい時代を切り開ける場は､唯一インターネッ
トの中で､サイバースペースの中で吋能なのかもしれません｡インター
ネットは無限の情報と無限の豊かさの宝庫です｡個人個人が完全に主権
を持ち､自由な存在(sovereign Individual)となれるような､全く新し
いl玉順を越えた世界を創り出そうという動きがt姓界で広がっています｡
私たちの人きな意【対はここにあります｡個人個人が自分を白山に生きる
lU.･界へとrl'lJかうことですo　見えない部分だけのスピ7)チュアリティーだ
けでなく､実際の現実的な形として､動いていくのです｡このようなエ
ネルギーを大きくしていくには､人がまとまることが必要です｡ともに
人きな目的を持ち､ ･緒に進んでいくことが必要です｡光の意識を持つ
者のネットワークが必要なのです｡より多くの方が､自分を生きれるた
めに､それを応援できる人です｡人を応援するためには自分を応援する
ことが必要なのですo｣　　　　　　　　[三浦､ LIGHTWORKERS]
このLove Planet Communityは浦夫妻が主宰するサイトのひとつである｡
このサイトではskyBizu■という､ホームページ作成をサポートする企業と提携
vl1 Sky Bl′のシステムを使えば､ホームページに必安なツールが令部揃っており､簡甲な操作で10分
ほどで11分のホームページが持てるとうたっている｡
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して､先に述べたようなコミュニティ作りを目指しているo Love Planet
communityのなかにはLove Planet Mallというインターネット上の架空の
ショッピングモールがあり､ここでは店舗システムや流通システムをカットし､
余分なコストなしで直接消費者に商品やサービスが届くシステムになっている｡
個人個人がホームページを作成し､ Love Planet Mallで商品あるいはサービス
を宣伝､販売するという仕組みである｡ Love Planet Communityでは精神世界
にありがちな抽象的な理想論ではなく､現実的で具体的な方法を碇案している｡
し｡vePlanetCommunityでは､自分と同じ興味をもつ人とつながりがもてるチャ
ンス､自分を自由に表現できるチャンスとともに､個性や能力､作品､技術な
どを発表し､収入を得るチャンスをつかむことができるoLovePlanetCommunity
は自分を表現することによって経済的な基盤を築きあげることを想定しているo
そしてこれは､社会や国家の規制という枠を越えた｢新しいパラダイム｣を創
造する第一歩であるとしている.またこのウェブサイトでは､完全に自由な社
会を築くために今の社会の権力構造や経済構造についての情報提供も行なう予
定であるという｡このコミュニティ(LovePlanetCommunity)はまだ実現の段
階まで達していないようであり､今のところ､このウェブサイト上で商品やサー
く図2 ) Love Planet Community
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ビスを購入することはできない｡しかし､このコミュニティは､思いのほかよ
り現実的な形で実規しつつある｡
第3節　アメリカのライトワーカーの活動　～Lightworker.com～
次に視野を日本からアメリカ-と移し､カリフォルニアの非営利団体
Lightworkerのウェブサイト｢Lightworker.com｣を紹介しよう｡
Lightworkerはこの｢Lightworker.com｣をライトワーカーによるライトワー
カーのためのサイバースペースコミュニティであるとしている｡ Lightworker
の主宰者はsteve Rother､秘書兼会計はその妾であるBarbara 良()therが行なっ
ている｡ Ljghtworkerは主にセミナー､グループ活動､そしてこのウェブサイ
トで活動しており､この活動はボランティアと寄付金によって支えられている｡
1999年7月にLightworker c叩Orationを結成し､同年9月にカリフォルニア州
によって非営利団体として認められた｡ Lightworkerはsteveが"The Group" yul
というエンティティ(異次元存在)からのメッセージを受け取りはじめた頃か
らはじまり､ 1996年2月､ steveは"TheGroup"からのメッセージをインター
ネット上で発表しはじめた｡これは今ではtheBeaconsofLightMeditationsとい
う､チャットを利用したオンラインメディテーションになっている｡参加者は
自宅にいながらチャネリングメッセージを聞いたり､ "The GroupHに対して質
問をすることができる｡また､このオンラインメディテーションの記録は､登
録したメンバーにEメールで配信されてくる仕組みになっている｡今では112ヶ
国からで12000人をこえる人たちがこのメッセージを受け取っている｡ The
Lightworker Chat Roomで行なわれるこのオンラインメディテーションには世
界中から何千人ものライトワーカーたちが集まってくる｡
Lightworkerでは｢ライトワーカー｣とは｢本当の自分｣､用分が存在する
理由｣を一馴ゝ山そうとする人のことだとされている｡ライトワーカーの条件と
vlll TheGroupは9つのエンティティから成り､ steveもそのなかのひとつとみなされている｡TheGroup
はそれぞれはっきりとした仕事と専門分野をもっており､ steveの什事は人FHJの心を転換させること
である｡
-74-
して､自覚的に地球に光をもたらそうという姿勢が必要となる. Lightworker
は｢本当の自分｣､ rH分の存在押由｣を思い出そうとする､ライトワーカーを
援助する場所である｡ここでは自分が何者であるのかを.Lil.い出し､本来持って
いた力を取り戻すことがU的とされる｡またここは本､L'Tのファミリー(スピ1)
チュアルファミリー)を見つけるための場所であり､彼らと関係を取り戻すこ
とはこれらの目的を果たす助けとなるという｡ライトワーカーの仕事として光
の輪(circles of Light)を結ぶことが求められる｡つまり､ライトワーカーた
ちが知り合い､ライトワークについての意見や方法や援助を共有するためのコ
ネクションを作ることである｡これはリンクなどを使ったインターネット卜の
つながりに限定されるものではなく､ワークショップでのつながりも含むもの
である｡
このウェブサイトのIjl三な内容としては､チャット(voice Chat RoomとText
chat Room)､掲示板(The Crysta) Care)､オ　ン　ラ　イ　ンマ　ガジ　ン
(pLANETLightworker)､ Groupからのチャネリングメッセージの紹介､本や
cDの通信販売､ ｢Flash of Light｣という月刊ニュースレター､地方でのイベ
ントの告知､また､ ｢TheStoryofLight｣というページでは､そこに書かれてい
るストーリーを読み､その続きとしてオリジナルのストーリーを書き加えるこ
とができる｡また､この｢Lightworker.com｣は英語の他に､デンマーク語､オ
ランダ語､ヘブライ語､ノルウェー語､ポルトガル語､ルーマニア語､ロシア
語､スペイン語､スウェーデン語に翻訳されている｡これらの翻訳はボランティ
アによってなされたものである｡ Lightworkerのウェブサイトの中には
｢pLANETLightworker｣というオンラインマガジンがある｡ここはライトワー
カーがライトワーカーのために作った場所であると記されている｡このオンラ
インコミュニティは自分白身を表現し､本当の自分を思い山そうとするすべて
の人のための場所である｡ここでは､読者としても投稿者としても参加できる
ようになっている｡つまり､ここから多くの情報を得ることもできるし､また
ここで自分の持っている情報を提供することもできる｡
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第4節　ライトワーカーとは
やはり｢Lightworker.com｣においても､ライトワーカーの定義は三浦氏の
｢LIGHTWORKERS｣とほぼ同じである｡ ｢本当の自分｣や｢自分の存在理由｣
を思い出すという行為は､ ｢LIGHTWORKERS｣の｢自己の内側に光をみとめ
る｣ことと同じ行いである｡また､ ｢自覚的に地球に光をもたらす｣という姿
勢も､ ｢LIGHTWORKERS｣の｢他者の内側の光を大きくする｣ことと共通す
るものである｡ LIGHTWORKERS､ Lightworker/はそれぞれ独､Ii_したものであ
るが､これをライトワーカーというひとつの大きな運動とみることができるだ
ろう｡この運動は誰がいつ､どこで､どのようにして始めたものなのか､今回
の論文では明らかにすることができなかった｡また､このライトワーカーとい
う名称も､誰が考えたものなのか分からなかった｡ ｢LIGHTWORKERS｣の三
浦氏はこのLIGHTWORKERSという名称について次のように述べている｡
｢LIGHTWORKERSという名前は､どこかで聞いていた名前で､ちょっ
と心に残っていました｡仕事を始めようとした時､ある場所を予約した
時に､団体名を聞かれ思わず､ LIGHTWORKERSという言葉が出てき
ました｡今もそのまま使っています｡いろんな名前がありますし､いろ
んな肩書きがありますが､ LIGHTWORKERSというのが､全てを包括
しているようで､しっくりきます｡｣　　[三浦､ LIGHTWORKERS]
また､ ｢Lightworker.com｣のスティーブは､ ｢我々がLightworkerという言葉
を創ったのではないし､この言柴を独占しようともしていない｡ただ単に｢地
球に光をもたらす｣という活動の目的をはっきりと表しているから使っている｡
さらに､この名称を白山に使って､地球上に光を広めてほしい｣と呼びかけて
いる｡この2人のコメントだけから判断することはできないが､私はこの運動
について次のように推測する｡ある人物が｢光をもたらす者-ライトワーカー｣
という概念を考えだし､おそらく書物を通して､ライトワーカーという言葉が
11本やアメリカに広まった｡そして､この言葉をRにした(あるいは耳にした)
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ある人は何か行動を起こそうとするときに､この言葉を思いだし､ライトワー
カーという名前の集合体を結成する｡このようにして全く独立した形で､いく
つものライトワーカーの輪が出来上がったのだろう｡また､ライトワーカーと
同じ目的をもっていても､ライトワーカーという団体名をつけるとは限らない
ので､ライトワーカーの運動は掌握不可能な人きな運動だと考えられる｡この
ように成立したものならば､これまで紹介してきた2つのウェブサイトにおい
て､ライトワーカーという言葉が示すものは｢光をもたらす者｣として一致し
ているが､ ｢光をもたらす｣その具体的な方法がそれぞれ異なっているという
点も納得できる｡
｢LIGHTWORKERS｣では主にカウンセリングを通して自分と見つめさせ､
｢Lightworker.com｣ではチャネリングメッセージから学んだり､ワークショッ
プに参加することによって､光をもたらそうとしていた｡私は､方法論は違っ
ても､これらはあくまで1つのライトワーカーという運動であると考えている｡
なぜならこれらはライトワーカーというこの言葉(あるいは､この言柴の意味
するところ)に惹かれ､ 1つの大きな目的に向かっている同質のものであるし､
多少の違いはその同体の個性と解釈できるからである｡つまり､この運動はラ
イトワーカーという言葉の力によって生み出された､グローバルな運動である
といえよう｡
第3章　サイバーコミュニティ
第1節｢LIGHTWORKERS｣のコミュニティ　～LightworkersBBS～
人びとがある目的やスローガンのもと自発的に集まってきて､コミュニケー
ションを交わすインターネッb Lの場､つまり､インターネットヒのコミュニ
ティが形成された時､インターネットはひとつの世界として動きだす｡このイ
ンターネット上のコミュニティはバーチャルコミュニティ､電子コミュニティ､
あるいはサイバーコミュニティなどと呼ばれているものである｡このコミュニ
ティでは実際に顔を合わせることなく人間関係が築かれる｡バーチャルコミュ
ニティといっても､人びとが集まってくる場所が地理的な場所ではなく､認識
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上の場所だというだけであって､そこに成り立つ人F糊関係は決して偽りのもの
ではない｡
コミュニケーションをインターネット上で実現する手段は､ Eメール､掲示
板､チャットの3つのサービスである｡掲示板とチャット､メーリングリスト
を使えば､仲人でも簡単にコミュニケーションの場を設けることができる｡実
際､インターネットトにはさまざまなサイバーコミュニティが存在している｡
シングルマザーを応援するコミュニティ､子育てに関するコミュニティ､映画
の情報交換をするコミュニティ､スポーツの対戦相手を見つけるコミュニティ
など､それは人間の興味や関心の数だけ存在するといってもいいだろう｡
新霊性運動関係のウェブサイトの巾にもいろいろなコミュニティサイトがあ
る｡話題が新霊件運動に関するものであったとしても､単なるおしゃべりで､
宗教的行為には該当しないものもある｡本論では､ただの井戸端会議のような
ものではなく､参加者がそこに所属しているというR覚をもったコミュニティ
を扱っていきたい｡以卜､サイバーコミュニティにおける新霊性運動について､
i=.に掲示板上でやりとりされた内容や形式､回数から考察していく｡
これまで紹介してきたライトワーカーのウェブサイトではどのようなコミュ
ニティが成りl工っているのか､具体的に考えてみよう｡第2章で扱った三浦夫
妻の｢LIGHTWORKERS｣では､ Love Planet Communityというバーチャルな
ショッピングモールを作る計由があった｡このコミュニティは､自分が自分ら
しく生きるため､そしてより多くの人が自分らしく生きられるように応援する
ためのものであった｡しかも､これはスピリチュアルな部分だけでなく､経済
的な面でもライトワーカーの支えになるものである.しかし､これはまだ実現
されていないので､ここでは｢LIGHTWORKERS｣の掲示板(Lightworkers BBS)
で成り立つコミュニティを対象にして考えていく｡ Lightworkers BBSは2000年
8月10日から始まり､現時点では2000年12月7 Hに最後の書き込みがなされて
いる｡この120日間で､ 72件の書き込みがあり､これは1 rlに0.6件の割合で書
き込まれていることになる｡この掲示板に書き込みをしているのは全員で20名
であり､このうち最も多く書き込んでいるのが､このサイトの運営者でもある
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三浦雄二氏(Yuji)であり､ 48件の背き込みをしている｡次にカナンが4件､
ともが2件､月のうさぎが2件で､残りの16イ判ま1回限りの書き込みである｡
このことはこの掲示板には管理者としてのyuJiの存在はあるが､その他に常
連の参加はいないということを示している｡カナンの4件の書き込みは約1ケ
月の間に集中したものであり､カナンがこの掲示板の長期的な常連であるとは
いえない｡
回数　人数
1回×16人-16件
2回×2人-4件
4回×1人　4件
481Eilx 1人-48什
計72件
Yujiは彼以外の書き込みに対して全てレスを返しており､この72件の内訳
は次のようになる｡
Yuji以外の書き込み　　　24件
これに対するYujiのレス　24件
Yujiからの書き込み　　　　24件
計72件
Yuji以外の人がレスを返すことはないので､ Yuji以外の参加者同上でコミュ
ニケーションが交わされることはない｡ここではYuji対その他の参加者とい
う､ ･対多のコミュニケーションしか交わされていない｡このようなコミュニ
ケーション形態ではコミュニティと呼べるものは成り立たないだろう｡
次に､掲示板卜で語られている内容について考えていこう｡ここに書き込ま
れているトピックは､レスを除くと48件である｡
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主なトピック
Yujiからの書き込み
･12///2の前世体験､説明
･大阪でのワークショップ
･火山の噴火
･インナーチャイルド
･太陽の黒点の現象
その他の参加者からの書き込み
･今口のワークショップ
･見えない世界
･ "赤い太陽の竜''でした
.ll/ノ//23 (祝日)ドキュメンタリー映画上映案内
･ライトワーカーです
.ライトエイジご送付よろしくお願いします一
･エネルギー医学の本をつくりました｡
この中からいくつかを抜粋してみよう｡
★太陽の黒点の現象(yuji)
｢昨日辺りから､太陽の黒点数が極端に減っています
活動期なのに変な動きです
何かの前触れでしょうか?
明日は満月ですね
太陽風が出ていて､明日あたりに地球にぶつかり､オーロラが見えるよ
うです
残念ながら日本では見れないようですが--･LOVE｣
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★今日のワークショップ(kimyou)
｢皆様､はじめまして｡
Yuji様
今日は突然の連絡で､飛び込み(?)でワークに参加させていただいて
人変ありがとうございました｡私も過去生をみるというのはどういうモ
ノか､大変興味深く思っていたのですが､今日､それが体験でき､非常
に有意義に感じています｡ただ､後半のワークでは､残念ながらお尻が
痛くなって誘導に乗れず､何も見れなかったので座っての長い時間の供
想等､もう少し慣れが必要だと感じました｡(ザブトンもってけば良かっ
たカナ?)今日､一緒に参加された皆さん､お疲れ様でした｡｣
★ "赤い太陽の竃◆'でした(カナン)
｢とても内容が盛り沢山で､まだ全部廻りきれていません(笑)が､
どのコンテンツもとても興味深かったです｡
ヒプノセラピーは以前､一度だけ体験したことがあります｡
中間生のような､不思議な光の空間を見て帰って来ました｡
ヒーリングの技術などを体験したいけれど､特にカウンセラーになりた
いというわけではないし--と迷っていたので､
>あなたがセラピストやカウンセラーになっていかなくても--
>全てを調和的な方向へ導くことができるでしょう
のメッセージがとても心に響きました｡別に形にこだわることはなかっ
たんですよね---｡経験は経験として受けlLめればいいだけだし､逆に
自分に枠を作ってしまイていたような気がします｡
｢スピリチュアルカウンセラーになるためのワーク｣と｢集中ライトワー
ク｣にとても興味があります｡通えるかどうかが問題ですが--･ (笑)
人阪でのワークショップ､開催されることを祈ってます｡
長くなってしまってすみません｡またお邪魔します/｣
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★ライトワーカーです(gultododonane)
｢実働10分くらいで､後は同僚と喋っている｢軽い仕事｣をしている者です｡
始めてここに来ました｡
仕事以外に趣味でみなさんと同じようなことをしています｡
gultododonane (グァルトドドネ-ネ)と言う言葉は宇宙語ですが､
何か感じられるものがあるでしょうか?
機会がありましたら､また来ます｡｣　一
この掲示板に書き込みをする人すべてが､ライトワーカーという考えに共鳴
しているわけではなく､単なる立伝に使われているものさえある｡ワークショッ
プの感想を書き込んでも､ただ一度きりで､それ以l･_話が発展することはないo
また､三浦氏からも､その他の参加者からも思想的な問題について語られるこ
とはなく､まれにあっても一度きりのもので､話が発展することはないo　この
ように参加者が自分はライトワーカーであるという自覚をもっていない状態で
はコミュニティと呼ぶにふさわしくないだろう｡もちろん硯実社会での活動で
は､そこに三浦氏を中心とする人間関係が成立しているが､ウェブサイト上に
限ってはライトワーカーを求心力としたコミュニティは成り立っていないとい
える｡しかし､実際にこの掲示板に書き込みをしている人がいるということは､
このウェブサイトに何らかの興味をもっているということである｡この掲示板
でのコミュニケーションは､ちょっとしたきっかけでコミュニティに変わる可
能性を含んでいる｡今までの一対多のコミュニケーションの構造を壊し､そこ
を多対多の話し合いの場にすれば良いのだ｡そして､そこにライトワーカーと
いう求心力が強力に働き､参加者がライトワーカーという口覚を持てるように
なれば本当の意味でのコミュニティが完成するかもしれない｡しかしこのウェ
ブサイト上ではライトワーカーを求心力としたコミュニティは成り立っていな
いといえる｡
-82-
節2節　｢Lightworker.com｣のコミュニティ　～TTleCrystalCafe～
第2章で紹介した｢Lightworker.com｣には､掲示板とチャットがあるが､
｢LIGHTWORKERS｣との比較のため､ここでは掲示板上に成り立つコミュニ
ティについて取り上げていこう｡ ｢Lightworker.com｣の掲示板(The Crystal Cafe)
では､ 2000年11月28日から2000年12月21日までの24日間に414件の書き込みが
なされている｡これは1日あたり17.25件､ 83分に1件の割合である｡この掲
示板には65名(Barbara and Steveとして古き込みされているものはSteveとし
てカウントした)が書き込みをしており､このうち最も多く書き込みをしてい
るのが､ dcの39件でありAngel FIowerが35件､ Auracleが30件､ Joyspriteが29
件､ dewdropが20作と続いている｡ 1凶しか書き込みをしない人は23名おり､
そのう　ちの1人はBarbaraである｡また､ steveの書き込みは11回､
pLANETLightworkerの編集長であるSandieの書き込みは2回であり､スタッ
フの書き込みが多いわけではない｡スタッフにはスタッフ専用の掲示板が設け
られており､この掲示板は一般に開かれたものだからだろう｡一度きりの書き
込みは全体の5.56%しかなく､リピーターが多いことがうかがえる｡
LuT数　人数　件数
1 1日1×23人-23件
2回×7人-14件
3回×4人-12件
4回×3人-12件
5凶×7人-35件
6kiTx 3人-18件
7回×2人-14件
9l口1× 3人-27件
10rL71× 1人-lo件
11匝lx 1人-11件
12回× 2人-24件
13回× 1人-13件
14L叫× 1人-14什
15L叫× 1人-15イ′ト
19Lulx 1人-1911J-
一20lulx 1人-20件
29回　1人-29件
30回　1人-30件
35回　1人-35件
39件　1人-39件
計　414件
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全部で85件のトピックが書き込まれているが､これらのトピックに対して何
件かのレスがつき､またそのレスにさらにレスがつくという形で構成されてい
る｡実例をあげると次のようになる｡
①　For-GIVE-ness (davidcoyote)
②　Re : For-GIVE-ness (Susun)
③　Re : For-GIVE-ness (Auracle)
④　Re : FoトGIVE-ness (AngelFlower)メ
⑤　HToe汀is human,toforgiveis Divine'' (dc)
@　R.e : "Toerrishuman,to forgive is Divine" (Susun)
①は最初のトピックで､ ②は①に対するレスである｡ ③④は②に対するレス､
⑤は④に対するレス､ ⑥は⑤に対するレスである｡このようにどんどん話題を
発展されていくのである｡ 85件のトピックに対し､全部で331件のレスがつい
ており､平均すると1件のトピックにつき約4件のレスがついている｡ちなみ
に最もレスが多かったトピックは､今回のアメリカ大統領選について述べた
Election sadness (選挙の不幸)で28件のレスがついていた｡以下にその他の主
なトピックを並べる｡
掲示板の主なトピック
･オーラリーディング
･ハッピーバースデー､クリス./
･罪の意識の感覚
･夢
･ヒーリング
･クリスマスデコレーションプロジェクト
･新しい時代への進化の導き
･ヴィジョン､シンボル､目的?
･今までの感情､恐れ､信仰を放棄する
･親は一体何をしてるんだ?
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･無判断は心に平和をもたらす
･神からの手紙
･ポエム～私のすべてのファミリーへ
･天使はどこにいるの?
･新しく入ってくる力
･誤り導く存在に注意しろ(サイパパ)
● Lightworker
･テレビや映由の影響についての意見
この掲示板の参加者は仲間意識を持っており､ここで悩みを相談したり､自
己の気づきの体験を話したりもしている｡また､宗教的な問題､哲学的問題､
社会問題についても積極的に論議している｡ここで行なわれるコミュニケー
ションは多対多のものであり､さらに参加者それぞれが自らはライトワーカー
であると自覚してそこに集まっている｡これはまさにサイバースペースコミュ
ニティと呼べるものである｡ ｢Lightworker.com｣ではこのようなコミュニティ
を実現するために次のような工夫を行なっている.この掲示板は誰でも自由に
見ることができるが､書き込みをするためにはパスワードが必要となる｡また､
ここはMessage board managementという掲示板を管理するボランティアチーム
によって監視されていて､下品な言葉､広告､あらゆる商品の売買､個人への
誹訪lfl傷､ふさわしくない話題､イ適切なサイト-の7)ンクなどの書き込みは
削除される｡さらにこのような行為を続けると､この掲示板に書き込みをする
権利を取り消されてしまう｡また､この掲示板は､ライトワーカーたちがスピ
リチュアルファミリーと集まる場所であり､思想や方策や愛を共有する神聖な
場所として､位剛小ナられていることも､このようなコミュニティの実現にお
いて大きな意味をもったであろう｡一般に､コミュニティサイトを成功させる
ために大切なことは､頻繁に更新すること､表示スピードをあげること､そし
てオフ会であると言われている｡ ｢Lightworker.com｣においても､ワークショッ
プで実際に顔を合わせることはコミュニティの結束を深めるという意味におい
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て役に:/-/)と思われるo
このように､三浦夫妻の｢LIGHTWORKERS｣とスティーブの｢Lightworker･
｡｡m｣のサイバーコミュニティの違いは歴然であるが､そこには日本とアメリ
カのインターネットの環境の差が大きく関係しているといえる｡日本では壮界
としてのインターネット時代はまだ始まったばかりである｡しかしこのような
コミュニティは､今後日本においても宗教とインターネットの関係を考える上
で重要な位置を占めるものになるだろう｡
結　　論
インターネットは新霊性運動にどのような影響をもたらしたのだろうか｡こ
れからも新霊性運動の形態はどんどん変化していくだろうし､インターネット
自体もさらに進化していくだろう｡しかし､今すでにインターネットからもた
らされている影響から､考えられる未来の姿を推測することはできる｡ウェブ
サイトトにおける新霊性運動の今後の展開を予想してみよう｡
インターネットは書物を中心にまわっていたこの世界を変えるだろう｡今の
段階では書物なしには新霊性運動は考えられない｡もちろん､新霊性運動に関
する書物はこれからもたくさん出版されつづけるだろう｡しかし､書物に並ぶ
情報源のひとつとして､インターネットの存在は欠かせないものになるだろう｡
また､布教のツール､特に海外布教のツールとしてもインターネットは優れた
手段である｡これはスティーブの｢Lightworker.com｣の例を見れば明らかであ
る｡ウェブサイトを開設してからわずか4年で､ 112ヶ国もの地域の人びとが
このオンラインメディテーションに参加するようになったのだ｡インターネッ
トが地理的な制約をこえた強力な布教のツールであることがわかるだろう｡
さらに重安なのは､インターネットの普及により､個人レベルでの情報の発
信が簡酎こ行なえるようになったことである｡個人の自発的な探求や実践に任
されていた新霊性運動は､とかく孤独を伴うものであった｡ところが､インター
ネットはこのような人びとが､同じような姿勢を持つ仲間と出会うチャンスを
人きく広げたのである｡誰かのウェブサイトを見て仲間になっても良いし､自
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分でサイトをつくって､仲間が訪れるのを待っても良い｡知識や知恵を交換し
あい､互いに学びあっていくコミュニティをインターネット卜に作るのだ｡も
ちろん､新霊件運動が個人レベルの運動であるということには変わりはない｡
このコミュニティは絶対的な支配者やカリスマ的存在に依存したり､彼らを信
仰したりするためのものではない｡孤独に負け､自己の探求を諦めてしまいそ
うになったとき､共に悩む仲間の存在を感じるだけで十分なのだ｡森岡正博氏
は宗教でもなく､科学でもない真実追求の第3の道(森岡氏はこれを生命学と
呼んでいる)のひとつのあり方として次のように呼びかけている｡
｢孤独にこれらの問いに取り組もうとしている人たちよ､そのお互い
の孤独の地平から､かすかな電波を交信し合おうよ｡私たちの存在それ
自体は､交わり合うことはないだろうし､また､簡単に交わり合っては
いけない｡そのかわりに､何かの機会に､お互いの思索と行為と自己表
現の一端を､かすかな電波に乗せて発信し合おうよ｡こんな問いにとり
つかれて､それでも生命をかけて立ち向かおうとしているのは､あなた
だけではないんだと､メッセージを送り合おうよ｡そうすることによっ
て､私はあなたをほんのすこしだけ勇気づけることができるかもしれな
い｡私はあなたのことを､けっして背負ったりしない｡私は私の重さだ
けで､せいいっぱいだ｡しかしそのかわりに､私はあなたを､この遠く
から､すこしだけはげましてあげることはできる｡そしてあなたもまた､
この広い世界のどこかにいる､別の同じような人間を､はげましてあげ
ることができるだろう｡そういうはげましあいと､勇気づけのメッセー
ジによってゆるやかに紡び合わされたネットワークこそが､こういう問
題にひとりで取り組もうとしている匿名の人々をこの世界につなぎJLめ
る､ささえあいの装置となるのではないだろうか｡｣
[森岡､ 1996: 65]
森岡氏はこのようにささえあいのネットワークの必要性を説いているが､そ
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の著書のなかでは､そのネットワークについて具体的に何なのかその答えをま
だ持っていないと述べている｡とは言うものの､これはまるでインターネット
のことを念頭において語っているかのようだ｡インターネットはこのような
ネットワークを実現する有望な手段であろう｡ささえあいのネットワークとは
サイバーコミュニティという人と人とのつながり方に他ならないのだ｡このよ
うに､お互いを支え､応援しあう仲間の存在は､この運動を孤独で不安定なも
のから､支柱をもった安定したものへと変えTl､くだろう.
また､個人レベルで情報が発信できるようになったことは､商品収引の面に
おいても人きな意味をもつだろう｡今までは書籍やヒーリンググッズからワー
クショップまで､一手に引き受けていたビジネス主義の企業的組織がi--.な売り
手となっていたが､インターネットの普及により､小さな組織や個人でも棚各
の販売窓【｣を持てるようになった｡このことは､とかくお金がかかると言われ
がちなこの日u:界に､価格破壊を進めるのではないだろうかo　とはいっても､あ
まり安すぎるヒーリンググッズやセミナーはその効果までも疑われてしまうの
で､おそらく適正な価格に落ちつくことになるだろう｡また､このようにして
小さな組織や個人が経済的な力をつけることによって､得た利益を利用してボ
ランティア活動へと変わるものもあるだろう｡経済的な血は別にしても､イン
ターネットはともに活動する仲間を見つけることができるので､今まで形にな
らなかった気持ちが大きな力を得て､何らかの活動として衣に現れてくるかも
しれない｡例えば､ディープエコロジーや､自然農法などを唱える人たちが集
まって､エコロジカルな運動へと発展する叶能性は十分にある｡また､インナー
チャイルドは親から了･へ何Lu:代にもわたって引き継がれてきた不幸の連鎖だと
いわれている｡こういったインナーチャイルドのワークに関わることから､児
童虐待を防ぐボランティア活動へと発腿することもありうるだろうo
Lかし､島両氏は新霊性運動を｢他者との深い持続的な関係を人生の主題と
は考えないところに成り在つ思想運動｣ [島歯､ 1996:196]であり､この点は
艇史宗教や新宗教と新霊性運動とを分かつ指標のひとつだとしている｡このよ
うに新霊性運動はもっぱら個人の意識の安延l''り卜を目標とし､著しく個人主義
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的､内向的､脱共同体的である｡そもそもこのような人たちがサイバーコミュ
ニティを作るのかという疑問が頭をもたげる｡この運動には孤独が必要であり､
孤独に負け､何かに依存したり､組織や同体を結成した途端､本来持っていた
はずの崇高な思想は脆くも崩れ去り､単なる馴れ合い､あるいは勢力拡大の妄
想に取りつかれたビジネス主義に成り下がってしまうとされている｡しかし彼
らが本当に嫌っているのは組織が個人の領域に容赦なく入り込み､肉体的､経
済的奉仕を半ば強制的に迫ることなのではないか｡奉仕活動が嫌なのでも､他
者に対して関心がないのでもなく､強制されることが嫌いなのだ｡サイバーコ
ミュニティであれば自分の好きな時にだけパソコンに電源を入れ､嫌になった
ら切ればいい｡ここなら自分の意思で自発的に関わることができ､強制される
ことも､束縛されることもないのだ｡また､彼らが嫌うような組織とは違い､
サイバーコミュニティはいつでも門戸解放で､ガラス張りで､多頭的･多｢ト亡､
的な構造を作りやすい｡これらのことから､サイバーコミュニティは共同体を
好まない新霊性運動の参与･者たちにとっても許容できる､むしろ歓迎できるも
のだといえる｡確かに現時点では､新霊性運動は著しく個人主義的､内向的で
あるといわざるをえない｡しかし､ボランティア活動までは発展しなくても､
インターネットトにコミュニティを形成することによって､今までのラディカ
ルな個人i三義的傾向に歯止めがかかるのではないだろうか｡
インターネットは個人を人勢へとつなぐケーブルである｡そして､インター
ネット上の人間関係は､時として現実朴会での人問関係を超えることがある｡
特に､新霊性運動的な話題を交わしていれば､いつしか相手の深いところにま
で;/-_ち入ることにもなるだろう｡このような話題は､普段なかなか持ち掛けに
くいものであるが､インターネ-.yト上であればその匿名性ゆえに逆に話しやす
くなることがあるo　こうして築かれた人間関係は何らかの形で新霊性運動の関
与･者の生活､生き方に変化をもたらすこともあるだろう｡インターネットを介
して築かれた人間関係によって新霊件運動の関与者の人lt:.に対する姿勢が変化
し､新霊性運動そのものの性格まで変わっていくのではないだろうか｡インター
ネットが私たちの人間関係のあり方そのものを変化させ､それによって個人主
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義的であった新霊性運動も､何らかの変化を遂げるのではなかろうか｡
インターネット上の人間関係も硯実社会と同様､そこに関わる人間次第で､
浅くも深くもなる｡一一一万ではゆるやかなささえあいのネットワークを形成する
ことも可能だが､もう一方では硯実社会と変わらぬくらいの､もしくはそれ以
卜に深い関わりを持つこともできる｡それが現実社会であっても､仮想社会で
あっても､そこに築かれる人間関係に本物も偽者もないo重要なのは､インター
ネットという他者とつながる装置により､私たちは想像もつかないほどたくさ
んの人と関係をもつ叶能性を手にしたということである｡このように私たちの
人と人との出会いが変化したことは､新霊性運動に限らず､社会のあらゆる面
においても必ずや変化をもたらすであろうo
Lかし､新霊性運動の未来も､そしてインターネットの未来も必ずしも明る
いものではない｡インターネットはプラスの方向だけでなく､マイナスの方向
にも大きな原動力となる｡使う人次第で愛にも狂気にもなるのだ｡しかし､新
霊性運動がその根本にある人いなる目的を失わない限り､インターネットは新
霊性運動を支える大きな力となるだろう｡
【付記】
本論文は2000年度卒業論文です｡
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New spirituality movement on websites
Mari lMAIZUMl
"New splrituality movement" refers globally to what integrate ''the new age and its
surroundings in the U･S., "the splritualworld''in Japan, and other similar phenomena
found all over the world. Now,the new splrituality movement enters upon a new phase
owlng tO the emergence of lnternet･ People who tised to deepen their splritual world
individually by reading books can communicate online, nr even have a study meetlng,
if they utilize online services such as e-mails, bulletin boards, online chats and so on･
Although the new splrituality movement is still carried out individually, human
relationships organized in a cyber community might suppress radical individualism
observed so far, and change the character of the movement ltSelf･
This article deals with "Lightworkers, which is one of the new splrituality
movements, and compares its website with that of a group called"LTGHTWORKERS"
in Japan･ What is malnly examined is the effect the internet has on the new splrituality
movement, on the basis of the contents, forms and frequency of the particIPantS'
interactions found in the bulletin boards. Apparent differences between the two
websites might be attributed to the differing Internet environments in the uS. and
Japan･ ln the future, such religlOuS movements developed in a cyber communlty Will
play an important part in Japan･
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